
広広　報報

７日、第１回目となる野田産業まつりが開か

れました。サケやタコなどの魚介類のつかみ

取りに子どもたちが殺到。一丁前の漁師気取

りでお目当ての獲物を手づかみしていました。

（関連記事は２ページ）

そうだね ?
タコ焼きにしよ !
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第
一
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
こ
の
祭

り
は
、
J
A
い
わ
て
く
じ
野
田
支
店
の

敷
地
内
で
開
か
れ
、
村
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
第
一
次
産
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
元
気
な
地

域
づ
く
り
を
し
よ
う
と
野
田
産
業
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
中
川
正
勝
会
長
）
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
村
の
特
産
品
の
試
食
や
即

売
会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
、
多
彩

な
催
し
物
が
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
、

産
声
を
上
げ
た
ば
か
り
の
祭
り
に
活
気

を
与
え
、
約
三
千
五
百
人
の
来
場
者
を
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村
の
特
産
品
を
一
同
に 

産
業
ま
つ
り
に
ぎ
わ
う 

これあメスでねえがあ ?これあメスでねえがあ ?

おらほうの宝物自慢すっぺし!おらほうの宝物自慢すっぺし!

　見事な演劇の披露や素晴らしい手作り作
品を展示した「村総合文化祭」と、村の恵
まれた産業に触れることができる「野田産
業まつり」が開かれ、会場は村内外から訪
れた家族連れなどで大いににぎわいました。

こっちに投げて～ !!こっちに投げて～ !!



大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

格
安
で
振
る
舞
わ
れ
た
サ
ケ
汁
や
い

く
ら
丼
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
あ
っ

と
い
う
間
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

　

お
米
に
関
す
る
問
題
十
問
を
解
い
た

全
正
解
者
が
、
百
キ
ロ
の
新
米
を
山
分

け
す
る
と
い
う
豪
快
な
ク
イ
ズ
に
、
五

十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

正
解
し
た
高
田
キ
サ
さ
ん
（
南
浜
）

な
ど
三
人
は
、
約
三
十
三
�
ず
つ
を
ほ

く
ほ
く
顔
で
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

魚
介
類
と
楽
し
く
触
れ
合
え
る
つ
か

み
取
り
大
会
で
は
、
大
き
め
の
軍
手
を

は
め
た
子
ど
も
た
ち
が
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、
お
目
当
て
の
獲
物
を
捕
ま
え

て
い
ま
し
た
。

　

外
舘
奈
々
ち
ゃ
ん
（
下
明
内
）
は

「
大
き
な
お
魚
を
捕
ま
え
て
う
れ
し
い
。

は
や
く
お
母
さ
ん
に
教
え
た
い
。
お
家

で
お
い
し
く
料
理
し
て
も
ら
う
」
と
声

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

正
午
に
な
る
と
、
郷
土
料
理
な
ど
を

提
供
す
る
ふ
る
さ
と
食
堂
に
は
、
大
人

気
メ
ニ
ュ
ー
の
ソ
バ
を
買
い
求
め
る
人

た
ち
で
ご
っ
た
返
し
ま
し
た
。
運
ば
れ

た
料
理
を
前
に
「
こ
れ
え
食
ね
え
ば
始

ま
ん
ね
え
」
と
、
舌
鼓
を
打
ち
食
欲
の

秋
も
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
景
品
付
き
の

も
ち
ま
き
大
会
で
、
特
賞
は
沖
縄
旅
行

の
ペ
ア
招
待
券
で
し
た
。
参
加
者
ら
は

頭
上
か
ら
降
る
も
ち
を
受
け
取
ろ
う
と
、

一
心
不
乱
に
追
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

幸
運
を
つ
か
ん
だ
の
は
、
お
も
ち
を

ひ
と
つ
だ
け
拾
っ
た
と
い
う
、
坂
下
ル

ミ
子
さ
ん
（
上
泉
沢
）
で
し
た
。

　

演
劇
を
披
露
す
る
公
演
部
門
が
十
月

三
十
一
日
（
日
）
、
作
品
を
展
示
す
る

展
示
部
門
で
構
成
さ
れ
た
第
四
十
回
の

村
総
合
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
村
体
育
館
で
は
、
芸

術
的
な
演
劇
や
、
卓
越
し
た
技
術
で
作

り
上
げ
た
作
品
の
数
々
が
、
訪
れ
た
人

た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

先
に
開
催
さ
れ
た
公
演
部
門
で
は
、

保
育
園
児
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
や
、
小

中
学
生
の
迫
力
あ
る
楽
器
の
演
奏
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
山
保
育
所
の
「
げ
ん
き
太
鼓
」
、

玉
川
保
育
所
の
「
つ
な
が
れ
わ
っ
し
ょ

い
！
」
を
堂
々
と
演
じ
た
園
児
ら
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
、
多
数
の

お
ひ
ね
り
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
レ
エ
ク
ラ
ブ
「
リ
ト
ル
ス
タ
ー
」

で
は
、
子
猫
に
扮
し
た
か
わ
い
い
衣
装

を
ま
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ

を
大
き
く
使
い
、
華
や
か
で
伸
び
の
あ

る
舞
を
見
せ
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

　

産
業
ま
つ
り
と
平
行
し
て
開
か
れ
た

展
示
部
門
に
は
、
四
十
三
団
体
の
手
作

３
広 報 の だ No.３７９

平成１６（２００４）年１１月号

り
作
品
な
ど
約
千
点
が
所
せ
ま
し
と
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
演
奏

さ
れ
た
甘
い
ピ
ア
ノ
の
音
色
は
会
場
を

芸
術
的
な
雰
囲
気
に
包
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
つ
か
し
の
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

は
、
昭
和
初
期
の
貴
重
な
モ
ノ
ク
ロ
写

真
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
訪
ず
れ
た
人
た

ち
は
現
代
の
街
並
み
と
比
較
し
た
り
、

若
か
り
し
こ
ろ
の
家
族
を
見
つ
け
、
当

時
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

　

二
階
フ
ロ
ア
ー
で
は
、
昔
遊
び
や
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
も
行
わ
れ
、

古
き
良
き
時
代
の
素
朴
な
道
具
に
、
時

間
を
忘
れ
遊
び
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。

見
事
な
演
劇
や
作
品
ほ
れ
ぼ
れ 

村
文
化
祭
の
公
演
・
展
示
部
門 

ホタテ釣り楽しいよホタテ釣り楽しいよ

沖縄旅行を当てた坂下さん沖縄旅行を当てた坂下さん

背筋はピンっと背筋はピンっと
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農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
使
用
す

る
た
め
に
現
況
を
変
え
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
農
地
を
造
成
し
て
住
宅
を

建
築
し
た
り
、
駐
車
場
と
し
て
の
利
用

や
植
林
す
る
場
合
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

資
財
置
場
や
土
砂
置
場
等
に
一
定
期

間
（
三
年
以
内
）
利
用
す
る
場
合
で
も

農
地
の
転
用
許
可
が
必
要
で
す
。

　

転
用
が
必
要
と
な
る
の
は
、
不
耕
作

地
で
あ
っ
て
も
、
登
記
簿
の
地
目
が
農

地
の
も
の
、
ま
た
、
地
目
が
農
地
以
外

で
あ
っ
て
も
、
現
況
が
田
畑
及
び
採
草

地
で
あ
れ
ば
農
地
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
無
断
で
転
用
し
た
場
合
は
、

農
地
法
に
よ
る
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
お
薦
め

し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
」
を
設
定
し
、
農

業
委
員
が
総
出
で
無
断
転
用
や
耕
作
放
棄
地
の
防
止
に
務
め
て
い
ま
す
。　
　

　

平
成
十
六
年
度
も
、
八
月
か
ら
九
月
ま
で
の
二
カ
月
を
強
化
月
間
と
し
て
、

八
月
は
、
八
月
二
十
三
日
開
催
の
農
業
委
員
会
総
会
前
の
午
前
九
時
か
ら
北

区
・
新
山
地
区
に
か
け
て
水
田
の
多
い
長
地
地
区
を
皮
切
り
に
広
内
地
区
・
秋

田
地
区
・
大
葛
地
区
・
上
泉
沢
地
区
・
米
田
地
区
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま

し
た
。
九
月
は
、
九
月
二
十
二
日
開
催
の
農
業
委
員
会
総
会
前
の
午
後
二
時
か

ら
今
回
は
畑
地
の
多
い
横
合
地
区
・
和
野
平
地
区
・
根
井
地
区
を
中
心
に
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
無
断
転
用
、
遊
休
農
地
の
現
況
把
握
や
、
農
地

転
用
案
件
の
許
可
後
の
実
態
把
握
を
中
心
に
調
査
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

九
月
二
十
二
日
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
に
は
、
八
月
と
九
月
の
パ
ト

ロ
ー
ル
で
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
検
討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。　
　
　

　

今
後
も
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
適
切
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
は
、
昔
か
ら
人
々
が
培
っ
て
き

た
「
貴
重
な
財
産
」
で
す
。
こ
の
農
地

が
無
秩
序
に
農
地
以
外
の
も
の
に
な
れ

ば
周
辺
の
環
境
や
農
業
振
興
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
農
地
法
で
は
、
農
地
を
守
る

た
め
、
農
地
な
ど
の
転
用
に
つ
い
て
は

知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
得

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
厳
し
い
罰
則
規

定
ま
で
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

農地転用の種類について 
４条申請 ５条申請 

農業委員会だより

なくそう!! 農 地の無断転用 なくそう!! 農 地の無断転用 



　

農
用
地
区
域
と
は
、
農
業
振
興
地
域

内
で
も
特
に
農
業
上
の
利
用
に
供
さ
れ

る
べ
き
土
地
の
こ
と
で
、
地
番
ご
と
に

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農

地
は
原
則
的
に
転
用
が
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
申
請
す
る
農
地
が
農
用
地
区

域
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
事
前

に
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

自
分
の
農
地
に
つ
い
て
確
認
す
る
場

合
や
農
用
地
区
域
に
つ
い
て
の
ご
相
談

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
農
林
商
工

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
般
に
土
地
を
買
っ
た
り
、
借
り
た

り
す
る
場
合
に
は
、
売
主
（
貸
主
）
と

買
主
（
借
主
）
が
売
買
（
貸
借
）
契
約

を
締
結
し
、
買
主
が
そ
の
代
金
を
支

払
っ
て
土
地
の
所
有
権
（
賃
貸
権
な
ど
）

を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
耕
作
目
的
で
農
地
を
売

買
・
賃
貸
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
農

地
法
第
三
条
に
よ
り
農
業
委
員
会
の
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の

許
可
を
受
け
な
い
で
し
た
売
買
（
貸
借
）

は
効
力
が
生
じ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
農
地
法
第
三
条
第
四
項
）

　

し
た
が
っ
て
、
農
地
に
つ
い
て
売
買

　

農
地
を
転
用
し
た
り
、
転
用
の
た
め

に
農
地
を
売
買
な
ど
す
る
と
き
は
、
原

則
と
し
て
農
地
転
用
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
許
可
後
に

お
い
て
転
用
目
的
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
事
業
計
画
変
更
な
ど
の
手
続
き
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
無
断
で
農

地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用
許
可
に

係
る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て
い

な
い
場
合
な
ど
に
は
、
農
地
法
に
違
反

す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原

状
回
復
な
ど
の
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
（
農
地
法
第
八
十
三
条

の
二
）

　

ま
た
、
三
年
以
下
の
懲
役
や
三
〇
〇

万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
罰
則
の
適
用

も
あ
り
ま
す
。
（
農
地
法
第
九
十
二

条
）

５

（
貸
借
）
契
約
を
締
結
し
、
対
価
を
支

払
っ
た
と
し
て
も
、
農
地
法
に
よ
る
許

可
が
受
け
ら
れ
な
い
と
所
有
権
（
賃
貸

権
な
ど
）
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

契
約
す
る
と
き
は
こ
の
こ
と
を
十
分
理

解
し
た
上
で
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
己
所
有
地
を
、
例
え
ば
、

田
か
ら
畑
へ
農
地
の
形
を
変
え
る
場
合

な
ど
も
現
況
把
握
や
転
用
有
無
の
判
断

に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
農
業
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

農業委員会だより

なくそう!! 農 地の無断転用 なくそう!! 農 地の無断転用 
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生涯学習コーナー

　

十
月
九
日
（
土
）
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
テ
ニ

ス
教
室
が
村
体
育
館
で
行
わ
れ
、
村
内

の
小
中
高
生
五
十
一
人
が
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

監
督
の
神
埼
公
宏
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

　

準
備
運
動
と
し
て
、
神
埼
さ
ん
が
監

督
を
務
め
る
三
重
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
の
生
徒
四
人
を
手
本
に
、
運
動

能
力
を
向
上
さ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
践
で
は
ス
ト
ロ
ー
ク
を
中
心
に
、

前
衛
の
ス
テ
ッ
プ
や
サ
ー
ブ
レ
シ
ー
ブ

か
ら
の
ボ
レ
ー
と
ス
ト
ロ
ー
ク
な
ど
、

丁
寧
な
指
導
が
続
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
ら
は
、
先
生
の
一
言
一
言
に

耳
を
傾
け
、
一
流
の
技
術
を
身
に
付
け

よ
う
と
真
剣
な
表
情
で
体
を
動
か
し
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
の
目
指
す
と
こ
ろ
」
と
題
し
た
ス

ポ
ー
ツ
講
演
会
が
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

神
崎
さ
ん
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世

界
大
会
に
も
出
場
し
た
ほ
か
、
平
成
十

一
年
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
監
督

も
務
め
る
な
ど
、
テ
ニ
ス
界
の
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

選
手
、
指
導
者
、
両
面
の
経
験
か
ら
、

「
い
つ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
感
情
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
。
競
技
中
は
メ
ン
タ
ル
面
が

八
十
％
、
技
術
は
二
十
％
の
割
合
で
重

要
に
な
る
。
プ
ラ
ス
志
向
で
目
標
設
定

を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
を
心
が
け
る
こ

と
」
と
話
し
、
技
術
の
向
上
よ
り
、
精

神
面
を
強
く
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
必

要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
に
参
加
し
た
、
野
田
中
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
生
徒
た
ち
は
、
「
さ

ら
に
テ
ニ
ス
が
好
き
に
な
っ
た
。
さ
っ

そ
く
練
習
に
行
き
ま
す
！
」
と
、
教

わ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、

日
が
暮
れ
る
ま
で
熱
心
に
練
習
し
て
い

ま
し
た
。

　

十
月
二
十
三
日
（
土
）
、
お
お
の
キ
ャ

ン
パ
ス
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
二
十
三

人
が
参
加
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
員
か
ら
ル
ー
ル
や
打
ち
方
な
ど

を
教
わ
っ
た
あ
と
、
六
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
長
打
を
狙
う
よ

り
も
短
く
つ
な
い
で
寄
せ
て
い
く
こ
と

が
上
達
の
コ
ツ
。
参
加
者
は
飛
距
離
と

風
を
読
み
な
が
ら
、
真
剣
に
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
グ
リ
ー
ン
が
き
れ
い

で
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。
今
度
は
家

族
で
来
て
み
た
い
で
す
。
趣
味
が
増
え

ま
し
た
」
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味

に
触
れ
て
、
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

楽しく仲間と一緒に楽しく仲間と一緒に

「
心
・
技
・
体
」 一
流
の
精
神
学
ぶ 

テ
ニ
ス
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会 

「
心
・
技
・
体
」 一
流
の
精
神
学
ぶ 

テ
ニ
ス
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会 

「
心
・
技
・
体
」 一
流
の
精
神
学
ぶ 

テ
ニ
ス
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会 

「
心
・
技
・
体
」 一
流
の
精
神
学
ぶ 

テ
ニ
ス
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会 

メンタル面を鍛えよう 

会場からは積極的な質問の嵐会場からは積極的な質問の嵐

分かりやすく楽しく教えてもらいました分かりやすく楽しく教えてもらいました

講師の神崎さん講師の神崎さん



村文化祭に習字を出展村文化祭に習字を出展。。上達したかな ?上達したかな ?

広 報 の だ No.３７９

平成１６（２００４）年１１月号
７

生涯学習コーナー

　１０月３０日（土）に野田中の文化祭に行きました。

ステージ発表や展示作品などをじっくり鑑賞し、

驚きと感動がたくさんありました。生徒たちの制

服姿、絵画や書写、合唱、どれもすばらしいもの

でした。英語で書いた詩はとても面白かったです。

　合唱のあと、生徒たちが村内の商店などで実際

に働いたときの様子を発表しました。この経験は、

社会人になったとき１番役に立つと思います。私

も、日本の職業や地域のことが分かってとても勉

強になりました。

　文化祭の締めくくりに、吹奏楽部の演奏があり

ました。私は、なぜ彼らが岩手県のナンバーワン

になったのか分かりました。とにかく素晴らし

い！私も楽器をうまく演奏できるようになりたい

発足８年目の全国表彰 発足８年目の全国表彰 

　村内で絵本の読み聞かせなどを行う図書館ボラン

ティアグループ「あっぷっぷ」（小田みゆき代表、

会員７人）が３日（水）、長年の子どもたちへの読

み聞かせの活動などの功績が認められ、（社）読書

推進運動協議会から優良読書グループ表彰を受けま

した。村内での受賞は同グループが初めてです。

　「あっぷっぷ」は、子どもたちに本の楽しさを

知ってもらおうと、平成８年に結成されました。村

生涯学習センターを中心に絵本の読み聞かせ、紙芝

居や人形劇など多彩な催しを開き、子どもたちを楽

しませてきました。

　村教育委員会事務局で開かれた伝達式では、高橋

教育長から賞状と副賞が渡されました。小田代表は、

「今後も読み聞かせなどを通じ、子どもたちが心の

痛みを知り、豊かな心を育んでほしいと念じながら、

子どもと本を結び付ける一端を担いたい」と今後の

抱負を語りました。

これからも本の楽しさ伝えますこれからも本の楽しさ伝えます

子どもと一緒にどうぞ！ 

紙しばいとおはなしの会 

子どもと一緒にどうぞ！ 

紙しばいとおはなしの会 

と思いました。

このような高い

技術を若いうち

に持つことがで

きた生徒たちが

うらやましいで

す。

　ニュージーラ

ンドとは違う文

化活動に触れる

ことができ、日

本がますます好

きになりまし

た！これからも

もっとたくさん

の文化を学びた

いと思います。
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こ
の
ほ
ど
埼
玉
県
立
武
道
館
で
開
か

れ
た
、
第
三
十
五
回
全
国
中
学
校
柔
道

大
会
に
県
代
表
と
し
て
、
直
心
館
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

男
子
団
体
戦
で
同
チ
ー
ム
は
、
予
選

ブ
ロ
ッ
ク
で
国
士
舘
中
（
東
京
）
と
港

　

十
月
十
六
日
（
土
）
、
十
七
日
（
日
）

に
一
関
市
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
県

中
学
校
新
人
大
会
で
、
野
田
中
男
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
団
体
戦
で
優
勝
、
個

人
戦
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。
団
体
戦
は

二
年
連
続
、
二
度
目
の
優
勝
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

一
日
目
に
開
催
さ
れ
た
個
人
戦
に
は
、

各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
男
子
六

十
二
組
、
女
子
六
十
八
組
が
出
場
し
熱

い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

団
体
の
決
勝
戦
で
は
、
宿
敵
で
あ
る

盛
岡
市
の
見
前
中
と
の
対
戦
と
な
り
、

一
進
一
退
の
攻
防
の
末
、
２
―
１
で
強

敵
を
打
ち
破
り
念
願
の
Ｖ
２
を
達
成
し

ま
し
た
。

村の期待の星たちです村の期待の星たちです

　

個
人
決
勝
戦
で
は
、
夏
の
東
北
中
総

体
に
も
出
場
し
経
験
豊
富
な
秋
田
・
南

郷
組
（
見
前
）
と
対
戦
し
た
北
田
・
野

崎
組
（
野
田
）
は
、
２
―
４
と
健
闘
し

た
も
の
の
、
一
矢
を
報
い
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

同
部
は
十
二
月
四
日
に
開
催
さ
れ
る

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
大
会
選
手
選
考

会
、
来
年
一
月
の
県
中
学
校
イ
ン
ド
ア

大
会
、
東
北
中
学
校
選
抜
イ
ン
ド
ア
大

会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

大
き
な
大
会
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
す
選
手
ら
の
活
躍
は
「
テ
ニ
ス
の
強

い
野
田
村
」
の
名
を
全
県
に
轟
か
せ
た

よ
う
で
す
。
。

　

追
わ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
彼
ら
の
活

躍
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
。

し
た
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
や
そ
の

技
に
触
れ
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

　

十
月
三
十
一
日
（
土
）
に
は
、
盛
岡

市
の
県
営
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
第
十

五
回
知
事
杯
争
奪
岩
手
県
少
年
柔
道
大

会
の
団
体
戦
に
出
場
し
、
中
学
生
男
子

が
優
勝
、
小
学
生
女
子
は
第
３
位
と
い

う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

男
子
は
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
全
勝
で
勝

ち
上
が
り
、
決
勝
戦
ま
で
完
璧
な
試
合

運
び
を
進
め
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
久

慈
市
立
三
船
十
段
記
念
館
と
の
久
慈
地

区
同
士
で
の
対
戦
と
な
り
、
２
勝
２
敗彼女らのがんばりに感動 !彼女らのがんばりに感動 !

１
分
け
の
内
容
勝
ち
で
、
見
事
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　

女
子
も
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
危
な
げ
な

い
試
合
で
勝
ち
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
こ
ま
を
進
め
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は

順
道
館
岩
崎
道
場
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
僅
差
で
敗
退
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
つ

な
が
る
階
段
を
一
歩
登
り
、
さ
ら
な
る

挑
戦
の
た
め
に
汗
を
流
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
は
選
手
に
勇
気

を
与
え
る
は
ず
で
す
。
若
い
挑
戦
者
た

ち
に
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

自信に満ちあふれた表情です自信に満ちあふれた表情です

全
国
中
学
大
会
で
も
大
活
躍

知
事
杯
で
は
優
勝
の
直
心
館

県
新
人
戦
で
V
２
達
成
�

野
田
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

知事杯で V３を達成 !知事杯で V３を達成 !

南
中
（
愛

媛
）
に
果

敢
に
挑
み

惜
し
く
も

敗
退
し
ま
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十
月
十
日
（
日
）
肌
寒
い
秋
空
の

下
、
自
慢
の
足
と
チ
ー
ム
力
を
競
う

様
似
シ
ョ
ー
ト
駅
伝
が
開
催
さ
れ
、

　

チ
ー
ム
（
六
十
八
名
）
の
未
来
の

１７ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
、
街
を
駆
け
め
ぐ

り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
年
代
ご
と
に
、
２
�
・

５
�
・
６
�
・　

�
に
分
け
わ
れ
、

７.５

各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
四
人
一
組
の
チ
ー
ム

編
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

父
兄
た
ち
が
見
守
る
中
、
ス
タ
ー

ト
を
告
げ
る
ピ
ス
ト
ル
と
同
時
に
、

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
一
斉
に
猛
烈
な

ダ
ッ
シ
ュ
で
、
先
頭
争
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

ど
の
ラ
ン
ナ
ー
も
、
次
の
ラ
ン

ナ
ー
へ
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
よ
う
と
必

死
に
力
走
。
沿
道
に
は
、
同
じ
チ
ー

ム
メ
イ
ト
や
応
援
に
駆
け
つ
け
た
父

兄
か
ら
「
頑
張
れ
！
あ
と
、
も
う
少

し
！
」
な
ど
の
声
援
が
飛
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
そ
の
声
援
に

応
え
る
か
の
よ
う
に
最
後
の
力
を
振

り
絞
り
な
が
ら
、
み
ん
な
の
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
、
み
ご
と
全
て
の
チ
ー
ム

が
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
順
位
は
も
と
よ
り
、
み

ん
な
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、
一

本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
を

し
た
後
の
額
か
ら
流
れ
る
清
々
し
い

汗
が
、
達
成
感
を
物
語
っ
て
い
ま
し

た
。

み
ん
な
で
タ
ス
キ
を
つ
な
げ　
!!

第
８
回
様
似
シ
ョ
ー
ト
駅
伝
大
会

スタートダッシュで先頭を競うちびっ子たちスタートダッシュで先頭を競うちびっ子たち

誠
校
長
）
で
、
中
川

正
勝
村
長
や
小
原
公

平
久
慈
地
方
振
興
局

長
、
田
中
東
一
村
漁

協
組
合
長
ら
が
出
席

し
、
鮭
の
日
給
食
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
給
食
会
に
参

加
し
た
六
年
二
組
の

児
童
ら
は
、
二
年
生

だ
っ
た
平
成
十
二
年

に
泉
沢
川
に
稚
魚
を

放
流
し
、
サ
ケ
が
ふ

る
さ
と
の
川
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
年
と
い
う
時
間
を
経
て
、
大
き
く

成
長
し
た
捕
れ
た
て
の
サ
ケ
を
前
に
、

ま
ず
は
学
習
会
を
開
き
、
顔
つ
き
と
あ

ぶ
ら
び
れ
で
性
別
を
判
定
す
る
こ
と
や
、

一
度
の
産
卵
で
二
千
五
百
か
ら
三
千
個

も
卵
を
産
む
こ
と
な
ど
つ
い
て
学
び
、

サ
ケ
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
給
食
会
で
は
、
サ
ケ

の
カ
レ
ー
風
味
マ
リ
ネ
が
メ
ー
ン

デ
ィ
ッ
シ
ュ
。
児
童
ら
は
「
う
ま
す
ぎ

る
。
家
で
も
お
母
さ
ん
に
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
ご
ち
そ
う
は
大
好
評
で
し
た
。

　

大
沢
祐
介
く
ん
（
旭
町
）
は
「
オ
ス

と
メ
ス
の
違
い
を
知
っ
て
う
れ
し
い
。

魚
屋
に
並
ん
だ
も
の
を
注
意
し
て
見
て

み
た
い
。
給
食
は
最
高
に
う
ま
か
っ

た
」
と
村
の
大
事
な
基
幹
産
業
を
、
身

近
に
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

こりゃうまいね !こりゃうまいね !

大きく成長した姿に驚き大きく成長した姿に驚き

　

十
一
月
十
一
日
は
鮭
の
日
。
漢
数
字

を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
�
鮭
�
の
字
に

な
る
こ
と
か
ら
、
野
田
小
学
校
（
菊
池
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（
十
一
月
投
稿
作
品
）

〜
テ
ー
マ
「
霜
月
」
〜

新
聞
を
読
む
日
だ
ま
り
に
新
聞
を

　
　
　

読
む
ト
ン
ボ
き
て
身
じ
ろ
ぎ
な
ら
ず　
　
　
　

岩
岡　

野
雲

さ
も
あ
え
不
況
日
本
手
術
へ
り

　
　
　

死
亡
人
口
多
増
と
い
う
か　
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人
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晴
れ
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せ
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小
林
セ
ツ
子
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元
気
も
ら
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て
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背
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　村農業委員の大泉孝市さん（根井）が、農林水

産大臣表彰を受賞しました。

　２日（火）に盛岡市で開かれた県農業委員大会

で授与式が行われ、表彰状を受け取った大泉さん

は「支えてくれた多く人たちに感謝しています。

これからも地域の

農業の発展に努力

します」と力強く

話しました。

　大泉さんは昭和

５６年７月から農業

委員を２２年間８ヵ

月務め、豊かな地

域農業の礎を築き

上げたことなどが

評価され表彰を受

けました。

　村内でほだ場や、ビニールハウスなどで高品質

な乾シイタケの生産を手がける米田栄行・光子さ

ん夫婦（上泉沢）が、盛岡市で開かれた、いわて

農林水産躍進大会の席上で表彰を受けました。

　米田さんは「質が高く魅力ある生産物を提供す

ることは後継者づく

りにも繋がる。村全

体の生産量を増やす

ために今後も力を注

ぎたい」と意気込ん

でいました。

　米田さん夫婦は乾

シイタケなどの高い

生産能力と、地域の

リーダーとして活躍

していることが高く

評価されました。 豊富な経験は村の財産豊富な経験は村の財産偉業に気品高い木製の賞状偉業に気品高い木製の賞状
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オレオレ詐欺にご注意を
　電話での交通事故の示談金、保釈金の振

込みなどについて、一人で悩まずに、必ず

家族に相談しましょう。話をうのみにして

の送金は詐欺師の思うつぼです。

【問い合わせ先】

久慈警察署野田駐在所　�７８－２１６１

　年金手帳は国民年金、厚生年金などに加入したとき

に発行され（共済年金加入者には発行されません）、

年金の加入から請求の手続きをするまでの約 40 年間

使用します。

　その間、加入する年金を変更するとき、厚生年金の

加入者の扶養になるときなどに必要となります。

　年金証書は年金を受けることが決定すると発行され

るもので、死亡などにより年金を受ける権利がなくな

るまで、年金に関する手続きに必要となります。

　どちらも長い期間使用するものですので大切に保管

し、年金相談を受ける場合は必ずご持参ください。

もし失くしてしまった場合は早めに再発行の申請をし

ましょう。国民年金加入中、年金受給者は役場へ、厚

生年金加入中の人は事業主へお申出ください。

《問い合わせ先》

☆岩手社会保険事務局二戸事務所　�０１９５－２３－４１１１

☆役場住民生活課国保年金班　　　�７８－２９２８

年金手帳・年金証書
      はありますか ?

　村では、予防接種を希望する満６５歳以上の村民

の費用を一部負担（１回限り）します。

村保健センタ－、または役場保健福祉課で予診票

を受け取り、指定医療機関で接種してください。

　下記の指定医療機関以外で接種を受ける場合は

全額自己負担となります。

　事前に「予防接種説明書」をよく読み、予防接

種について理解しましょう。

　予防接種をする際に、健康手帳をお持ちの人は

ご持参下さい。

【期間】１１月１日（月）～１２月２８日（火）

【対象】予防接種を希望する満６５歳以上の村民

【自己負担額】１，８００円

【指定医療機関】

６５歳以上の人に一部を補助
インフルエンザの予防接種

　不明な点は、下記へお問い合わせ下さい。

【問い合わせ先】村保健センター�７８－２９６３、役

場保健福祉課�７８－２９２７

電話番号医療機関名

５３－２０１０市川内科医院

５３－６１３１岩手県立久慈病院

６１－３３８７おのでら耳鼻咽喉科クリニック

５２－２３１１久慈恵愛病院

５３－４０１０小林外科医院

５３－３５１１斎藤内科

５３－４４０８白岩小児科医院

５３－００２２竹下産婦人科医院

６１－３３６６ちだ医院

５３－２８０８鳥谷医院

５２－８７００藤田皮膚科医院

５２－４０５１前田整形外科・内科医院

６１－１５３０久慈眼科クリニック

５３－２３２３久慈享和病院

　高病原性鳥インフルエンザの発生しやすい季節で
す。国内では終息して半年が経ちましたが、東南ア
ジアの一部などでは発生が報告されています。以下
の点に注意し病気の発症を未然に防ぎましょう。
・鶏舎は清潔にして定期的に消毒しましょう
・ネズミ、カラスなどの侵入を防ぎましょう
　死亡羽数の増、肉冠や脚の皮下出血など発症の疑
いがある場合は、すぐに下記へ報告してください。
【問い合わせ先】県北家畜保健衛生所�０１９５－４９－
３００６、役場農林商工課�７８－２９２６

ご注意ください ! 鳥インフルエンザ
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　県の最低賃金が改正がされまし
た。新しい最低賃金は、６０６円（１
時間当たり）です。最低賃金には、
通勤・家族・時間外手当などは含
まれません。
　全ての事業主は、雇用する労働
者に最低賃金以上を支払わなけれ
ばならず、最低賃金を理由に労働
者の賃金を引き下げることはでき
ません。
【問い合わせ先】二戸労働基準監
督署�０１９５－２３－４１３１

　心の病を持つ人の家族を対象に
開催します。日ごろの悩みなどを
話し合い、家族の上手な対応方法
を学ぶ講座です。
【日時】１２月１６日（木）１４：００～
１５：３０【場所】久慈地区合同庁舎
【講話】総合失調症の上手な付き
合い方（講師：県立病院精神科医
皇克仁先生）【問い合わせ先】久
慈保健所保健衛生課�５３－４９８７

　全国で指名手配されているのは
平成１６年９月末現在で、約２，６００
人です。
　警察では再犯を防ぐため、１１月
に重大な犯罪の容疑者を総力を挙
げて捜査を行います。各種捜査活
動には皆さんの協力が必要です。
どんなささいな情報でも結構です。
最寄の警察署、駐在所に通報いた
だきますようお願いします。
【問い合わせ先】久慈警察署刑事
課�５３－０１１０、野田駐在所�７８－
２１６１

　知的障害者へのボランティア希
望者を対象に開催します。
【内容】知的障害についての講演、
クリスマス会での交流など

岩手県の最低賃金

指名手配者の検挙にご協力を

知的障害者サポーターの研修

知って得する精神保健講座

場　　所月　　日

知的障害者入所更生
施設「恵水園」

１１月２７日（土）
９：３０～

久慈市総合福祉セン
ター（福祉の村）

１２月１２日（日）
１３：００～

【参加費】３００円（２回分）
【問い合わせ先】久慈地方振興局
保健福祉環境部�５３－４９８２

　県では「新・全県域汚水適正処理構想」
について、より実情に応じた効率的・経
済的な整備計画を策定するため、広く意
見を求め見直しに反映させます。
【公表・募集期間】１２月１日（水）～１月
７日（金）
【公表の方法】
・県庁行政情報センター、各地方振興局
　で掲示します

・県ホームページへ掲載します
・説明会　（１２月２１日　１０：３０～１２：００　久慈
　合庁第４会議室）を開きます
【意見の提出方法】
　郵便、電話、ＦＡＸ、Ｅメール
【意見・問い合わせ先】〒０２０－８５７０　
盛岡市内丸１０－１　県土木整備部下水環
境課　�０１９－６２９５８９９、fax０１９－６５１－４１６８、
hiroyuki@-suga@prefiwate．jp

皆さんの意見を募集します !
新・全県域汚水適正処理構想

【締め切り】

　平成１６年１１月３０日（火）（当日消印有効）
　広報や村に対する質問、身近な話題

などお寄せください。いろんな情報、

ちょっと一言、情報交換も大歓迎 !

〔様似町特産品当選者〕

　正解は１「テニスとピンポン」でした。

当選した皆さんおめでとうございます！

おいしいしょうゆをご賞味ください。 

・小野寺　佑　哉くん　（中　　平）

・大　崎　祐　吾くん　（　　港　　）

・中川原　拓　斗くん　（下　泉　沢）

【応募方法】

　はがきにクイズの答えと住所・地区

名、氏名、年齢を明記してお送りくださ

い。正解者の中から抽選で３名に「野

田塩２００�（５００円相当）」をプレゼント

します。応募は一人１通。当選者発表

とイラスト、声の欄の氏名掲載はなる

べく本名とします。

　次の問題の正しい答えをはがきに書
いてお送りください。

　第１回目の野田産業まつりで、魅
力ある村の特産物が披露されました。
このお祭りで、クイズの正解者全員
に山分けされたのは次のうちどれ？
１．とれたての新米１００�
２．初々しい新人１００人
３．できたての新札１００枚

広報クイズ 広報クイズ 

・イラスト

・聞きたいこと

・耳寄りな話

　　　　　　など

　何でもOK!

野
田
村
大
字
野
田

　
　
　
　
　
　

‐　
20

14

広
報
の
だ　
行

住
所（
地
区
）・
氏
名
・
年
齢

０２８－８２０１

天
然
塩
の
風
味
を
ど
う
ぞ

天
然
塩
の
風
味
を
ど
う
ぞ

　久慈地区の高校生の書道、絵画
作品の展示やお茶会を行います。
【日 時】１１月２７日（土）、２８日（日）
　※お茶会は２８日のみ
【場所】久慈市アンバーホール
【参加校】久慈工業高校、久慈高
校、同校山形校、同校長内校、久
慈東高校、大野高校、種市高校、
久慈養護学校
【問い合わせ先】久慈地区高等学
校文化連盟事務局�７８－２１２３

久慈地区高等学校の文化祭

県学生会館の入寮生を募集

　平成１７年度に首都圏の大学や短
大などに進学する人を対象に入寮
生を募集します。
【資格】県出身者で、寮から通学
可能な地域に所在する昼間の大学、
短期大学、専修学校の専門課程に
入学する学生（入学予定者含む）。
【募集期限】１２月２８日（火）
【場所】東京都豊島区要町二丁目
５番５号（地下鉄有楽町線・要町
駅下車、徒歩５分）
【月額寮費】８０，５００円部屋代、食
費、自治会費（高熱水費は別途）
【申し込み・問い合わせ先】財団
法人岩手県学生援護会事務局�０３
－３５８１－０３４１
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沢
庵
漬
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
天

日
干
し
さ
れ
た
真
白
な
大
根
が
、
す
だ

れ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

今
年
も
も
う
秋
じ
ま
い
の
季
節
と
な

り
、
足
早
な
晩
秋
は
初
冬
へ
の
移
ろ
い

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
色
が
農
家
の
軒

下
を
飾
っ
て
い
る
。
黄
色
も
あ
れ
ば
緑

も
あ
る
。
い
ず
れ
も
冬
の
食
卓
に
載
る

保
存
食
作
り
で
あ
る
。

　

一
方
、
山
に
目
を
転
ん
じ
れ
ば
、
紅

葉
は
盛
り
を
過
ぎ
た
感
が
あ
る
が
、
沢

山
の
色
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
見
事
な
の
は
モ
ミ
ジ
で
あ
る
。
春
の

花
見
に
は
輝
く
美
し
さ
を
感
じ
る
が
、

秋
の
紅
葉
狩
り
に
は
、
充
実
し
た
深
い

味
わ
い
が
あ
る
。
ま
も
な
く
落
ち
葉
と

な
る
で
あ
ろ
う
が
、
長
い
時
間
を
か
け

て
土
と
な
り
、
栄
養
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
土
を
腐
葉
土
と
呼
び
、
園
芸
に
利

用
さ
れ
る
。

　

近
年
は
食
の
安
全
が
呼
ば
れ
る
中
、

天
然
肥
料
で
育
て
た
米
や
野
菜
が
高
く

売
れ
る
と
い
う
。
勿
論
、
無
農
薬
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
年

に
限
っ
て
は
科
学
肥
料
で
育
て
た
も
の

で
も
高
騰
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
相

次
ぐ
台
風
の
上
陸
や
長
雨
の
影
響
で
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
白
菜
が
特
に
高

い
。
鍋
物
、
漬
物
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

家
庭
に
と
っ
て
は
「
高
値
安
定
」
が
気

掛
か
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
灯
油
が
値

上
が
り
す
る
一
方
で
、
家
計
を
直
撃
し

て
い
る
。

　

そ
の
中
で
芋
類
、
カ
ボ
チ
ャ
の
価
格

は
落
ち
着
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
煮

物
、
て
ん
ぷ
ら
、
ス
ー
プ
、
お
菓
子
の

パ
イ
と
料
理
方
法
は
幅
が
広
い
。
栄
養

面
で
も
カ
ロ
テ
ン
（
カ
ロ
チ
ン
）
や
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
ガ

ン
予
防
の
食
品
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

カ
ボ
チ
ャ
と
い
え
ば
、
冬
至
に
食
べ

る
と
中
風
に
罹
ら
な
い
と
い
う
風
習
が

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
不
治
の

病
を
追
放
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
冬
至

と
い
わ
ず
に
カ
ボ
チ
ャ
料
理
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
。

十
一
月
十
五
日　　

中
川
正
勝

　
　
　
　
　

産
業
ま
つ
り

　
　
　
　
　

の
人
出
は
す

ご
か
っ
た
で
す
ね
。
村
文

化
祭
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
も

効
果
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

旬
の
お
い
し
い
特
産
品
を

食
べ
、
展
示
も
見
ら
れ
た

「
一
粒
で
二
度
お
い
し
い
」

催
し
物
で
し
た
ね
。
▼
村

の
人
は
も
ち
ま
き
が
大
好

き
な
ん
だ
な
あ
と
改
め
て

感
動（
？
）し
ま
し
た
。
腰

の
曲
が
っ
た
お
ば
あ
さ
ん

も「
お
り
ゃ
〜
」と
奇
声
を

発
し
な
が
ら
、
若
い
も
ん

の
足
元
に
落
ち
た
も
ち
を

ゲ
ッ
ト
。
も
ち
ま
き
の
威

力
恐
る
べ
し
！
（
貮
又
）

No. ○１１６

戸籍 の 口窓

　　　男　　２,５９３人（－２）
　　　女　　２,６７７人（＋１）
　　　計　　５,２７０人（－１）
　　世帯数　１,６４９戸（＋２）
●村内の交通事故　　　人身事故０件
　　　　　　　　　　　物損事故０件
●救急車出動件数　　　　　　　１３件

（うち村外１件）
●飲酒運転検挙者数　　　　　　０人

人のうごき〈１０月末現在〉 

　

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
と
い

う
病
気
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
人
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
元
気

だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
事
故
や
窒
息
で
は
な
く
、

眠
っ
て
い
る
う
ち
に
突
然
死
亡
し
て
し
ま
う
病

気
」
で
す
。
平
成
十
三
年
に
０
歳
児
の
死
亡
原

因
の
第
三
位
で
、
年
間
二
百
九
十
人
の
赤
ち
ゃ

ん
が
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

育
児
環
境
の
中
に
こ
の
病
気
の
発
生
率
を
高
め

て
し
ま
う
因
子
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
減
ら
す
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
次
の
三
点
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

○
あ
お
向
け
寝
で
育
て
ま
し
ょ
う

　

う
つ
ぶ
せ
寝
の
方
が
発
生
率
が
高
い
と
い
わ

れ
ま
す
。
医
学
上
の
理
由
で
う
つ
ぶ
せ
寝
を
す

す
め
ら
れ
て
い
る
以
外
は
、
仰
向
け
に
寝
か
せ

ま
し
ょ
う
。

中村佳津美
保健師

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

○
タ
バ
コ
を
や
め
ま
し
ょ
う

　

タ
バ
コ
は
大
き
な
危
険
因
子
で
す
。
Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
だ
け
で
な
く
色
々
な
病
気
の
原
因
に
な
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
す
る
人
は
、
妊
婦
や
赤

ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
吸
わ
な
い
な
ど
、
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

○
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

　

ミ
ル
ク
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
起
こ
す
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
母
乳
栄
養
に
挑
戦

し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
三
つ
は
必
ず
し
も
直
接
的
な
原
因
に
な

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
参
考

に
し
て
、
日
頃
の
育
児
を
再
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、
窒
息
や
誤
飲
、
転

落
な
ど
の
不
慮
の
事
故
も
、
自
分
で
身
を
守
る

こ
と
の
で
き
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
怖
い
も

の
で
す
。
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
危
険
は
家
族
み

ん
な
で
注
意
し
、
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
作
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

（

１０月受け付け分（敬称略）
�いつまでもお幸せに
　　大　澤　伸　児　　門前小路
　　浅　水　　　薫　　久　慈　市
　　菊　地　清　高　　北　　区
　　小　袖　由香利　　 　　〃
　　新　山　一　人　　中　新　山
　　添　田　和　子　　久　慈　市
　　伊　藤　智　弘　　根　　井
　　下　道　千　種　　普　代　村
■ごめい福を祈ります
　川戸道　光　男（63歳）北　　区
　貮　又　ツグエ（75歳）上　明　内
　藤　森　敏　一（71歳）北　　区
　掲載を遠慮される方は、届け出の
ときに戸籍係に話してください。
　届け出の期間は、出生届が生まれ
た日を含めて１４日以内、死亡届は７
日以内です。

（

（

（

検挙者数
（人）

検　挙　率
（千人あたり検挙者数）

市町村名順
位

３２３．５９大槌町１
２４２．８４種市町６
５２．５５普代村９
４５２．０７久慈市２１
５１．６４野田村３６
３１．６１山形村３８
５１．２７大野村４２

岩手県飲酒運転検挙者
市町村別ワースト順位
集計期間：平成１５年１０月１日～１６年９月３０日

飲酒運転は絶対にやめよう !!
　酒酔い運転　は３年以下の懲役か、５０万円以下
の罰金、違反点は２５点です。



広 報 の だ No.３７９

平成１６（２００４）年１１月号
１４ 

 啓 斗
ひろ

   くん（港）
と

平成１５年１１月７日生まれ　泉沢雅胤・千佳さん 長男
―お父さん・お母さんから―
いっぱい食べて大きくなってね

古紙配合率 100％再生紙を使用しています

植物油、大豆インクを使用しています

役
場　
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岩
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野
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四
番
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編
集
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総
務
課　

印
刷
・
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ヘ
イ
ハ
ン
印
刷

広
報

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
結
平
が
大
好
き
�

No.
２４４

今回は北区の廣今回は北区の廣��志歩志歩さんさん
（２１歳（２１歳））をを紹介します。紹介します。

―
お
仕
事
は

　

Ｊ
Ａ
い
わ
て
く
じ
宇
部
支
店

で
、
金
融
共
済
課
の
窓
口
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
に
笑

顔
で
接
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

―
趣
味
は

　

ぐ
っ
す
り
寝
る
こ
と
、
読
書
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
画
鑑
賞
で
す
。

―
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

　

こ
う
見
え
て
も
人
見
知
り
す

る
の
で
、
初
対
面
の
人
と
仲
良

く
な
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ

と
で
す
。

―
自
分
の
性
格
は

　

お
と
な
し
そ
う
に
見
え
ま
す

が
、
仲
良
く
な
る
と
、
し
ゃ
べ

り
続
け
る
の
で
に
ぎ
や
か
で
す
。

―
特
意
技
は

　

「
ス
マ
イ
ル
」
で
す
。

―
目
標
は

　

エ
ジ
プ
ト
な
ど
の
世
界
遺
産

め
ぐ
り
の
旅
が
し
て
み
た
い
で

す
ね
。

―
好
き
な
も
の
は

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
す
。
主
食
の

よ
う
に
大
量
に
食
べ
ま
す
よ
。

―
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

し
っ
か
り
し
て
い
て
男
ら
し

い
人
。
芸
能
人
で
は
椎
名
結
平

さ
ん
で
す
ね
。

―
村
に
つ
い
て

　

若
い
人
が
住
み
た
く
な
る
よ

う
な
、
自
然
を
生
か
し
た
憩
い

の
場
が
も
っ
と
あ
る
と
い
い
で

す
ね
。

　｜

次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

　

旭
町
の
滝
沢
さ
と
み
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

明
内
美
咲
さ
ん（
北
区
・
９
歳
）

○貮
 

L
V　

で
あ
や
し
い
ひ
か
り

４９

小
野
寺
佑
哉
く
ん（
中
平
・
９
歳
）

○貮
 

力
強
い
イ
ラ
ス
ト
で
す
ね

小
野
寺
凌
太
く
ん（
中
平
・　

歳
）

１０

○貮
 

ま
っ
前
髪
が
あ
る
!

大
崎
祐
吾
く
ん（
港
・　

歳
）

１０

○貮
 

お
は
ス
タ
の
う
ち
ゅ
う
人

大
澤
い
お
な
さ
ん（
横
町
・　

歳
）

１０

○貮
 

モ
ノ
ク
ロ
で
シ
ブ
イ
で
す

中
河
原
拓
斗
く
ん（
下
泉
沢
・　

歳
）

１０

○貮
 

元
気
な
イ
ラ
ス
ト
あ
り
が
と
う

 類 輝
るい

   くん（旭町）
き

平成１５年１１月１９日生まれ　大沢公仁・美香さん 長男
―お父さん・お母さんから―
元気で明るい子になってね

大
澤
し
お
り
さ
ん（
横
町
・　

歳
）

１３

○貮
 

豪
快
な
マ
イ
メ
ロ
で
す
ね




